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課題研究最終報告

児童の発言を引き出し・活かす授業づくり

Designing Classes to Elicit and Use Children's Statement Effectively 

比嘉栞菜

KannaHIGA 

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1． はじめに

小学校学習指導要領（平成 29年告示）において「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改

善が求められている。筆者は，児童が主体的に学ぶためには児童の発言から授業をつくることが重要だ

と考える。片山・若松 (2019)は，「自分の思いを自分自身で言葉にしようとすることが大事」とし，「子

どもに問い，子どもから言葉を引き出すことで，一人ひとりに思考の言語化を促すとともに， 自分が主

人公だと実感させることができます」と述べている。このことからも，児童の発言を引き出し子どもの

言葉から授業をつくることで，児童が主体となり学びに向かう姿につながっていくと考えられる。

筆者のこれまでの授業実践においても児童の発言を授業に取り入れるよう心がけてきたが，自分の意

見をなかなか言おうとしない児童やノートに答えを書いているにもかかわらず発言することをためらう

児童の姿などがしばしば見られた。さらに，挙手した数名の児童の発言と筆者の説明を中心に授業を進

めてしまい，主体的な活動を促すといった授業展開が十分に行えず，授業づくりでの課題となっていた。

そこで本研究では，児童の発言を引き出すことに重きを置き研究を進めることとした。そのため，ま

ずは，児童の発言を引き出すための手立てを授業に取り入れる際の視点で整理する。そして，整理した

視点をもとに児童の発言を引き出す手立てを取り入れた授業を行い，発言を活かしていくことで児童が

主体となり学びに向かう授業づくりを目指すことを目的とする。

2. 研究の対象と方法

(1)研究時期と対象

① 2021 （令和3)年度課題発見実習

9月(2週間）公立 x小学校第6学年授業観察と担任教師による手立ての整理

2月(2週間）公立 Y小学校第 5学年 国語「想像力のスイッチを入れよう（全6時間）」

② 2022（令和4)年度課題解決実習

5月(2週間）公立 Y小学校 第 5学年社会「自然条件と人々のくらし（全6時間）」

9月(2週間）公立 Y小学校 第 5学年社会「自動車の生産にはげむ人々（全8時間）」

(2)研究の方法

理論研究や課題発見実習を通して，「児童の発言を引き出す工夫」と「発言を活かす工夫」を整理する。

そして，課題解決実習において，児童の実態に合わせた手立てを取り入れた授業実践を行い，児童の反

応や事後アンケートの結果から手立ての効果を考察する。

3. 研究の内容

(1)発言を引き出す工夫

①理論研究

児童の発言を引き出すためには，児童が発言しやすい雰囲気をつくることが必要であると考える。阿
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久津 (2012)は，つぶやきを増やしていくための方法の一つとして「つぶやき返し」を提案し，「オウム

返し」で言葉を繰り返すことで，相手の話しやすい環境を整える効果があり，さらに共感（興味をもっ

てるよ）とリスニング機能（聞いているよ）というメッセージを加えると，オウム返しだけのときより

も内容が広がっていくとしている。そして，「聴いているよ。気にかけているよ」というプラスのメッセ

ージを送り続けることでつぶやきが聞こえ始めるとしている。また．教師の立ち枕置を変えることで「『子

どものつぶやき』を拾いやすくなる」と述べている。以J:のことから，児童の発言を積極的に拾い肯定

的な反応を返すことで児童が安心して発言できる環境をつくり，学びに向かう力になると考える。また，

片山・若松 (2019)によると，間違いがあったからこそ，より深く学ぶことができたと価値づけするこ

とによって，子どもたちはお互いの意見を大事にしようと思うようになり，わからないときに「わから

ない」とはっきり言えたり，間違っているかもしれなくても自分の考えをきちんと伝えたりすることが

できるようになるという。つまり，児童に発言する意義を実感させることも児童の発言意欲につながる

と考え，本研究では，つぶやきを活かし，発言することの意義を実感させることに着目したい。

②発言を引き出す手立てを取り入れる視点 (2021年度課題発見実習）

上述した理論研究をもとに， 2021（令和3)年度課題発見実習 9月実習では，協力学級の担任教師 T

（以下，教師T)の授業観察と手立ての分析を行った。 TC記録等の結果から，教師が頻繁に机間指導し

ながら児童の発言を拾っている様子や近くに来た教師に質問している児童の姿がみられた。これは．教

師が児童に近い距離に立つことで，安心して発言できる状況ができたのではないかと考えた。また．教

師が積極的につぶやきを拾い肯定的な反応や言葉がけをする様子が見られた。これは，上述した“共感

とリスニング機能’'（阿久津 2012) として捉えられると考える。このことから，教師が児童に近い距離

に立ち発言を拾うこと，肯定的な反応や言葉がけなどを行うことを笈り心~堪•~たせるという視点に整理

することにした。また，的確な指示や発問を出すことで，児童に学習課題を捉えさせる様子がうかがえ

た。児童が意欲的に取り組み，考えを持つことにつながっていたのではないかと思われる。また，児童

が自分一人で考える時間を保障することで自分の考えを持たせていた。児童が考えを表現する過程にお

いて，考えを持つということも重要になってくると考えられることから，考えを袴たせるという視点も

おくこととした。教師Tへの聞き取りからは，意脳的指名を通して児童に自信を持たせるための工夫を

しているということがわかった。他にも児童の考えを価値づける場面がみられ，それに対して普段自分

からはあまり発言しない児童が発言する様子がみられた。これらをまとめて，自信を袴たせるという視

点に整理する。さらに，発表や発言する意義を伝えることで児童の発言意欲につながったという話もあ

った。授業でまちがいを敢えて取り上げ，なぜ違うのかみんなで考えたり，今後に活かしていくための

大切なまちがいであると児童の考えを価値づけたりする様子も見られた。学級の様子からも，片山・若

松 (2019)の言うようにお互いの考えを受け入れ，問違えても考えを伝えることが大切であるとする考

えが定着しているように感じた。そのため，間違いや児童の考えを価値づけたり，発表や発言する意義

を伝えたりすることなどを搭言することの意義を実慕させるという視点に整理した。

2月実習では， 9月実習でみられた手立てを参考に授業実践を行なった。特に，児童の発言を復唱し

肯定的な言葉がけを行うことを意識すると，周りの児章の発言が増えていく様子が見られた。また，他

の教師の授業を観察するなかで，教師T 表 1 発言を引き出す工夫の視点と手立ての例

の授業でみられた手立てと似たような

関わりがみられた。

課題発見実習でみえてきたことを踏

まえ，児童の発言を引き出す工夫の視

点を整理する（表 1)。なお，視点①か

ら③は，児童が自分の考えを持ち発言

視点

匹ぇを持たせる

②安心感を持たせる

③自信を持たせる

暉言することの意●を実感させる

手立ての例
•明確な指ホと発問をする
・児童が自分 人で考える時間を保障する
．頻繁に机間指導をしながら発頁を捨う

・積極的に肯定的な反応や言葉がけを行う
・児童の発言を価値づける

・意図的に指名する
•発表や発言する....との意●について話す

・児璽の発＝を価値づける
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するまでの流れと教師が関わる順を意識して並べた。視点④については，さまざまな場面で謡識してお

く必要があると考える。また，課題発見実習の授業観察でみられた手立てや授業実践で取り入れた手立

てのなかからいくつか例を示した。

2年次の課題解決実習では，表 1にまとめた発言を引き出す工夫の視点をもとに児童の実態に合わせ

た手立てを取り入れていくことにした。

(2)発言を活かす工夫

“活かす”という言葉は，活用する，役立てるという意味で使われる。そのため，本研究では，発言

を活かすことを「児童の発言を拾い，授業のねらいにつなげていくこと」として捉える。

石井 (2008) は，生徒が主体的に発言することによって参加し，生き生きとした授業にする要因の一

つとして‘‘ねらい’'を明確にしておくことを挙げている。つまり，児童の発言を活かすためには，授業

者が“ねらい’'を明確にしておくことが重要であると言える。また，志水・神田 (2000) は，教師が子

供の発言をつかみ・切り返す能力を Catch&Response能力とし，算数の問題解決型授業において，子供

の発言に対する教師のキャッチ＆リスポンスこそが，授業を問題解決型へと転換させる要であり，なお

かつ授業が子供主体となっていく決め手であると考えている。そして，実践をもとにキャッチ＆リスポ

ンスの手順を5つの段階に整理している（表2)。筆

者は，表 2の手順は全ての授業において児童の発言

を活かしていくうえで活用できるものであると考え

る。本研究では，これらを子どもの発言を活かすため

の方法の一つとして捉え実践を行い，手立ての効呆

の授業分析の指標としても取り入れることとする。

4. 授業の実際と考察 (2022年度課題解決実習）

段階

段階①

段階②

段階③

段階④

段階⑤

完 2 キャッチ＆リスポンスの手順
キャッチ＆リスポンスの手順

「なるほどなあ」と子供の患いをすぺて受け入れる段階

子供の言葉をそのまま復唱する復唱法を行う段階

「そこがいいね」と認めてあげる段階

子供の考えた真意を明らかにする段隋

子供の発言に対する敏師の切り返しの段階

2022（令和4)年度の課題解決実習では，公立Y小学校第5学年の3学級を対象に， 5月と 9月の 2

週間ずつに分けて行った。科目の選定については，児童の発言を引き出す際に，考えや予想など幅広い

意見を受け入れることができると考え，社会の授業で実践することにした。なお，それぞれの学級の実

態に極端な違いが見られたため，ここでは学級の児童同士の関係性など学級の状況にあまり左右されな

いB学級を取り上げることにする。

(1) B学級の実態（男子 17名，女子 18名，計35名）

①授業観察と教師への聞き取りから

5月実習での授業観察や授業実践からみえてきた児童の実態として，忘れ物をする児童がほとんどお

らず，教師の指示がスムーズに通り，集中して話を聞くことができる児童が多い。他の学級の教師の話

からも学習規律が徹底されている学級であると思われる。ペアやグループでの活動では，活発に発言し

男女構わず協力して活動する様子が見られる。全体の場ではつぶやきはあるが，発表場面になると自ら

手を挙げる児童は3, 4名ほどで，決まった児童が中心に発言している様子がよく見られる。

②発言に関するアンケート調査の結果

5月実習の初めの週 (5月 19日）に発言に関するアンケート（授業中に「発言しやすいとき」と「発

言しづらいとき」について記述で答える）調査を行った。出席していた児童29名の記述を内容ごとに分

けた結果， 51個の回答が得られた。また，「発言しやすいとき」と「発言しづらいとき」の両方に共通す

るキーワー ドが多くみられたため，内容ごとに分類し表にした（表3)。なお，「発言しやすいとき」の

意見の記述例は(+),「発言しづらいとき」は（一）で示している。アンケート調査の結果から，「考え

をもつ」に関する記述が最も多く，答えが分かったり，自分の考えを持ったりしたときに発言しやすい

と感じていると考えられる。続いて，「聞く姿勢」「聞き手の人数」の順に多いことから，周りの環境に
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左右される児童も多いことがうかがえる。「聞

く姿勢」のなかに，“頷いてくれたり’'という

他者の反応に関する記述などもあることか

ら，受容的な雰囲気があると発言しやすいと

感じる児童がいることもわかる。

③実態に合わせた手立ての視点

上述したことから， B学級では，自分の考え

を持っているときに発言しやすいと感じる児

童が多いことがみえてきた。また，「聞く姿勢」

に関する記述にみられるように聞き手の受容

的な姿勢を求めていることや全体の場では決

まった児童が発言している様子から，全体の

場においても児童が安心して発言できるよう

表3 発言に関するアンケート調査の結果
カテゴリ 個数 記述例

考えを 15 （＋） ・問題の答えや意味が分かっていたとき
もっ (-) ・意味が分からないとき

聞く姿勢 11 （＋） ・みんなが助けてくれたり、頷いてくれたりしてるとき
(-) ・ざわざわしているとき

閏き手の 7 （＋） ・グルーブや少ない人数のときは分からなくてもあやふやでも言える
人数 (-l •前に出ていろんな人に見られたり質問されるとき

指名 5 
（＋） ・先生が当ててくれたとき
(-) ・手を攀げて発言するとき

気持ち 5 
（＋） ・みんなに自分が感じたことを教えたいとき
(-) ・恥ずかしいとき

雰囲気、
4 

(+) •楽しいとき
楽しい (-) ・空気が愚い

周りの勢い 1 （＋） ・みんなが意見とか発言をしているとき、自分も発言しやすい

自信 1 （＋） ・答えに自信があるとき

タイミング 1 （＋） ・自分の席にいて、自分から発言するとき

教科 1 （＋） ・自分の得意な授業

な手立てが重要になるのではないかと考える。そこで，発言を引き出す手立てを取り入れる際には，「視

点①自分の考えを持たせる」と「視点②安心感を持たせる」を特に意識する（表 1参照）。

(2) 5月実習 (2022年度課題解決実習 5月 16日～27日）

①特に意識して取り入れる手立て

A) 発言を引き出す工夫

児童の実態を踏まえ，発言
表4 5月実習における発言を引き出す手立ての例

を引き出す工夫の視点（表 1 tfflii 手立て

参照）を意識して児童に合わ

せた手立てを取り入れること

にした。ここでは視点①「考え

を持たせる」における手立て

のみを取り上げる（表4)。

(1)視覚的な教

匹ぇを
，具

持たせ

(2)興昧関心を
引く

〇目的

0イメージや
考えを持た
せるきっか
けをつくる

〇気づきやっ
ぷやきを増
やす

例

イメージ： 4月の北海道（スキー場）と沖縄（海開き

． 
•4r • 

.，i年・ ゑ．

・ヤaJ. 

し令
シ

シ

，※授業では
実際の写真を
使いました。

0考える意欲
•砂糠の原料である r甜菜（てんさい）」について，漠字か

につなげる 1らどの
ょうな植物か予想させる

「視点①考えを持たせる」では，まずはイメージを持たせることが必要であると考える。 宮坂 (1972)

は，「人間の知覚が主として視覚的性格を有していることから，視覚的教具・教材が教授の有効な手段と

して広く利用されている」と述べている。このことから，児童の理解を促し考えを持たせるうえで有効

ではないかと考え，視覚的な教具を取り入れることとする（手立て(1)）。また，考える意欲につなげる

ための手立てとして，クイズなどを取り入れ，興味関心を引くことを意識する（手立て(2)）。

B) 発言を活かす工夫

発言を活かす工夫として，キャ ッチ＆リスポンス（志水・神田 2000)を取り入れていくため，まずは

児童の発言を丁寧に拾うことを心がける。さらに，発言を復唱したり，肯定的な反応を返したりするこ

とで発言を引き出す工夫の視点②「安心感をもたせる」にもつなげたい。また，発言を活かす際はねら

いを意識して児童の発言を取り上げるようにする。

②児童の反応と考察

5月実習では，児童の発言を引き出すことはできたが， 上手く発言を活かすことができなかった場面

が多くみられた。そこで，それぞれの工夫の結果を各々で分析し考察した。

A) 発言を引き出す工夫

手立て(1)視覚的な教具では，板書用の写真やデジタル教科書の画像などを使用した。一例として，寒

い土地の暮らしについて学習する際北海道の気候をイメージさせるため，導入において北海道と沖縄

の4月の写真（表4参照）を比較して「住む場所を選べるならどちらがよいか」考えさせる場面をつく
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った。児童から，北海道の気候について「雪が積もってさ～ドアが開かなそうだし」という発言があり，

それに対して「たしかにな～」，「逆に沖縄暑い！」などという反応などがみられた。北海道では雪が

積もるというイメージ，沖縄は4月でも暑いというイメージを全体に共通して持たせることができたの

ではないかと考えられる。このように，視覚的な教具を用いることで，児童にイメージを持たせたり，

児童の気づきやつぶやきを増やしたりすることにつながった。

手立て(2)興味関心を引くでは，北海道の農業の特徴を捉えさせる際，全国の生産量のうち北海道が

100％を占めている農産物である甜菜（てんさい）と沖縄県で多く栽培されているサトウキビを比較して

考える場面を設けた。その際導入において「甜菜」という漢字からどのような作物かを考えさせた。

すると，すぐに「あまそう」という声が多くあがり，「砂糖の原料だ」という発言もあった。それを聞い

た周りの児童は「へぇ～ ！」と反応した。さらに，「沖縄ではサトウキビ！」という声もあがり，同じ砂

糖の原料だがなぜ北海道でたくさん作られているのかなと問うと，「寒いから」「寒さとか気湿差」とす

ぐにたくさんのつぶやきが出てきた。片山・若松 (2019) は，「子どもの興味•関心を引き出し，ワクワ

ク感や『あっ，そうだったのか！』という感動をもたらす」と，「教室には，自ずと声が聞こえます」と

述べている。児童の反応から，興味関心を引くことができたのではないかと考えられる。また，手立て

(1)や(2)から，児童のつぶやきや反応が増えていったことでリラックスした雰囲気になり，上述したよ

うな児童が安心してつぶやける教室（阿久津2012) に近い環境ができたのではないかと考える。

B) 発言を活かす工夫

ここでは，児童から出てきた発言を上手く活かすことができなかったため，発言を活かすことができ

なかった場面の一例を TC記録（表5)に示し，その原困について考察する。上述した発言を引き出すエ

夫の手立て(2)に示した場面に続いて，児童から出てきた予想を板書し，教科書と資料集を用いて確かめ

させた。ここでは発言を活かすため，児童の発言に対して丁寧に拾い復唱した。しかし，表5からわか

るように，頻繁に発言を拾ってはいるが，それぞれの児童と教師の 1対 1の関係のまま進んでいる。児

童の予想もさまざまなものが出ているが，次の活動では教科書と資料集から答えを探すという活動にな

っている。そのため，児童が予想したことと学習内容につながりがほとんどみられず，児童の様子から

も知りたいという意 表5 発言を活かすことができなかった場面 (5月）

欲があまりみられな

い。これは，筆者が児

童の発言を拾うとい

うことを意識しすぎ

た結果，児童の発言と

教師の復唱が繰り返

される単調なものに

なってしまったこと

が原因の一つとして

考えられる。また，授

業内容を‘‘教えなけれ

ばならない”という筆

者の意識が強く出て

しまったことで，児童

の思考に合わせた活

動ではなく，もともと

用意していた教科書

キャッチ＆リスポンス哨堕

匝復亘函嘔愉しての直児麗童すにるも聞かせるため

匝復昼唱啓し皇ての確児饂童すにるも聞かせるため

圏復喝しての確児Ill重すにるも聞かせるため

匝唱晉函して偏確の饂児す童るにも聞かせるため復

TC記縁 (0活戴．＊全体の反応）

①なぜ北爛道ではたくさん甜菓が裸れるのか予慧する．

C1 ：寡いところでよく冑つ．

T寡いところでよく冑つ．寡いところで良く育つからかな

～って1!lった人？

c：半戴以上が旱を拳げる．

T：働にもあったっ

C2：面積が大きい．

T: 面積が大きい．なるほど．確かに北轟遭••

C3：エ鳩が大きい．

T：働r：：もありそう？

“い聾でも土の中で冑ってるから、そのまま冑てることが

できる．

T：土の中だから奏でも冑てられる．こんな感じかな．みん

なそれぞれ予羞したと思うんだけど・・・・（轍輯書と賣料集

から●ぺるように促す）

a科書と賣麟集の文章などから耐菓が多くつくられる運

由を験み諏る (1分蒻1l）．
T：じやあ、どんな凰に書いてましたか．

C5：んーと、寡い土地でよく冑つ．

1憲い土地でよく育つ．みんなが予麓してくれたのにあっ

たね。他にもあった？寡いから？

*Iまとんど反応がない．轍輯書を1111いたまま手がJI:まって

いる児重も戴名いる。

C6：冬でもよく冑つから？

T：冬でも冑つつて膏いてた？

C6：ん一圃傷ある？

T:闘儡ある？

＊静かになる．麟をJ;.げていない児童が多い．

児童の反応と考害

・艤瓢書や貴輯集から飽の害えを探そうとす

るが見つからず國っているのではないかと

考えられる

• Tの・どんな凰に書いていましたか”という

閥いかけから徽襴書から害えを撼すという

后動になり，さらに Tが C6の覺言をその
まま復曜したため，児重は屑を求められて

いるか分からなくなっているのではないか

と考えられる
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で確認するという活動になってしまい，児童の発言を上手くつなぐことができなかったと考えられる。

片山・若松 (2019)は，子どもが主人公になっている学びのためには，教師のスタンス（哲学）を大き

く変える必要があり，「それは，子どもに知識を教授する存在から，子どもが知識を獲得するのを援ける

存在へと転換すること」であるとしている。つまり，筆者の‘‘教える”という意識を子どもの学びを“サ

ポートする”という意識に変えていく必要があるといえる。そのため， 9月実習では，子どもの思考に

合わせながら臨機応変に発言や活動をつないでいくよう意識することにした。

(3) 9月実習 (2022年度課題解決実習 9月26日～10月7日）

①発言を活かす工夫の改善

9月実習では，児童の発言を活かす工夫の

改善として，児童の発言を臨機応変に活かし

ていくため，授業に柔軟性を持たせることを

特に意識して指導計画を立てた（表6)。授業

の中心がプレないようにねらいはできるだ

け一つに絞り，簡潔な言葉で書き出した。ま

た，授業で行う活動や時間にはゆとりを持た

せるようにした。第2時では，児童から問い

を引き出す時間をつくり，それぞれの疑問を

共有させることで児童に学習内容への興味

関心を引き，各時間に児童の問いと学習内容

をつなげるようにした。そして， 1時間の活

動と単元全体につながりを持たせることを

より意識することで，児童の発言や問いを幡

広く活かせるようにした。

表6 9月実習の指導計画
次時 ねらい B学縁の覺言を引き出す手立て（舅逼する犠点）

・身の回りのエ重量贔が．人々 の手
によって改良され，暮らしを支え

・エ彙瓢品の賣化をクイズにすることで，舅心を持たせ．覺言

!!! ＇ 1 

てきたことことを撮える
・自蜀車が日本の主な工業襲贔とし

しやすい湯面をつくる（楓点(j))

つ て覺晨してきたことを知る

t ・自薗軍生塵について悶いを出し， •それぞれが違った視点を祷ていること，量問を出すことで
2 学詈の見逼しをもっ 全体の学びにつながっていくということを童識させる（視

点④）
・大量牛賣を支えている効皐の良い •各作彙のカラー写真を見童に配布し，作彙の樟子をじっく

3 生産のエ夫や勢力について専える り見たり韮ぺ讐えて作婁の順看を予盪したりすることで考
えが持てるようにする（楓咸①）

•生産に込められた人々の工夫や聾 ・詈鼠あまり覺豪しない見重を槽名し．黒飯に書くという懸
4 力などについて捉える 式の覺豪●会をllltltることで自信を持たせる（損貞③）

・自圃車工場と闘菫工湯との属偏や ・自朧車にはたくさんの縛品が使われていることをイメージ

. ペ 5 属遭工爆の役割について捉える させる胄，自戴軍の瓢品を凰極に書き出す唐鋤を設け覺冨

る する●会を増やす．
・Iii庸に閾わる人たちのエ央や聾カ ・完咸した事がどのように運ばれているかを予慧する時圃を

6 について捉える 長く殿ける；；とで，見逼しを祷たせ考えの鴨咸l：：つなげる
（桟卓①）

・自圃皐の開覺にはたくさんの人が ・ニーズという言葉の重誌珊解を促し．児●が自由に覺言で
7 震わっていることを捉える きる鬱食を作るため．みんなの•あったらいいな．という

●麓を問う（楓点①｝

•今の自動車づくりに東められてい
ることを捉える ・グループでの活馳を殷けることで少人徽の薗き手に安心し

まめと 8 自勘軍の生皇には，さま芸ざまャな人が］ て覺言できる櫨会をつくる（複貞②）

闘わっている．人々 のニー
•各峙閻にまとめてきたキーワードをもとにして書かせるこ

て斬しい鑽雛や●を開覺し とで，学びを臭慮させる（複貞③）

②児童の反応と考察

A) 発言を引き出す工夫

発言を引き出す工夫は．視点①と②を意識して手立てを取り入れた。 5月に比べて児童の様子を見な

がら落ち着いて授業を進めることができたため，特に肯定的な言葉かけ（発言を引き出す視点②）を意

識して行うことができた。また，授業後にビデオを見返すと，児童の発言に対して「いいね～」「すごい」

など5月にはあまりみられなかった言葉が筆者の口からよく出るようになっていた。さらに，このよう

な関わりの後，児童の発言がどんどん増え，他者の発言に対して「いいね～」という言葉での反応を返

す児童も増えていった。 5月実習に比べても，児童にとってより発言しやすい状況ができていたのでは

ないかと考えられる。また，第7時では，グループ活動前に説明をした後，児童に質間があるかどうか

尋ねた。筆者が「今質問してくれたらみんなのためになるかもしれないよ」と言うと，一人の児童 (A

児）から「ニーズってどういう意味なんですか」と質問が挙がった。 A児は，それまでの授業において，

全体の場で一度も発言することはなく，教室の後方で隣の児童とおしゃべりをしていることが多かった。

しかし，この場面で全体の場で質問することができたことは， A児が発言してみようと意欲を持ったか

らであると捉えられる。また，教室後方で授業を銀察していた主担当教員の話から，その後A児は隣の

児童に授業に参加するよう声をかけていたという。肯定的な反応や言葉がけがA児の発言意欲や授業に

参加しようとする姿勢につながったのではないかと考える。

B) 発言を活かす工夫

ねらいを絞り授業に柔軟性を持たせたことで，児童の発言を学習内容や他の児童の発言へとつなぎ活

かすことができた。ねらいを意識して発言を授業に活かすことができたと考えられる場面の一例と して，



－ 147 －－ 147 －

課題研究最終報告

第 6時「完成した自動車の

ゆくえ」の導入場面を TC記

録に示す（表7)。完成した

自動車を販売店に運ぶ際に

どのように運んでいるか予

想させる場面である。児童

の発言を拾う際，児童が何

を言おうとしているのか意

識して聞くようにした。 C2

の発言は，真意が十分に読

み取れなかったため，「～と

いうこと？」などと聞き返

すことで発言の真意を明確

にしていくことができた。

また，児童の発言の真意を

明らかにしていくと，その

考えが他の児童の発言へと

つながり，反対意見やその

理由，中間の考えなどが出

てきた。このことから，段

階④の子どもの考えた真意

を明らかにし活かしていっ

-- --表7 発言を活かすことができた場面 (9月）
曼言奮引き出すリス手ポ立てンス（d→●四●1 
キャッテ贔 TC記鐵 (0葦重．＊全体の反応） 児童の反応と考察

・槙点①自薗●生崖の靡れの写真 0完咸した自動車がどのようにして賑売店まで運Itれるか予

と賑売店の写真を闇を●けて 董する．

擾示する． Cl：艤でill.f.tl.-C,漕に行って， トラックで運ばれてると息

（→売咸皐と配韮を複覚的に います．

示し．イメージを梼たせるため） T・ (T寧lこ寵麗しながら緬書する）
C2：艤，漕はあたってるItど，自分であ，車で走るっての
はない．

T・車で走るってのはない．どうする？じゃあ，車も走ってそ
う？

C2:トラック1：：彙らない車は爾●で鯖びるから…。
T：●いてたら傭びるから車自体も動かすんじゃないかってこ雫一・{と？

しようと鼠みる C3:いやいやいやいや． •C2の覺言に対して反繍する樺子から飽者の
C4；置きすぎだろ．舅のトラックがあるだろ． 考えに対する自分の考えを伝えようとする

C2に言藁を賣えて畢ねる T まってよ・ •を直撞動かすってことつ 童徴がうかがえる
a:（讀く）
T.（「●を直櫨馳かす」と蘊書する）
T・じゃあ，今の.::.人の重見も111きながら，倫に．

（つぶやきや反応から）車11棲動かしちやあだめだよって
いう童見の人もいる？

C3：だって，膏贔なんでしふ偏つけちゃダメじゃん． ・売咸したばかりの自動●ということを意識し
T，●つけちゃダメ． てC2の考えに艮諭していると考えられる
C5: (Tに話しかける）

匝覆唱しての讀児量童すにるも聞かせるため
T・蝙いときだけ彙せる（覆唱）．ぁ．鵬かす？
C5:（うなずく）

（全体1=逗す）蝙い重麓だIt・ •つけちゃダメ．
切：うん．冑晶だから．
＊自鵬車を直檀翼かすかどうかで識●になりざわっく． ・つぶやきが増えざわっく幡子から，自分の彎
T・ （簾書した予饂を指さし出てきた考えを寵璽しながら）た えを持ち伝えようと重懺を持つていること
くさん予讐してもらったんだけど・"• がうかがえる

C7: (Tに罪しかける） •T の近くにいた警殿あまり覺襄Iよしのなをいさ児え童さ
T・景行艤もあるのかな。景行纏も書いとこうね． (m)が次の湯iiilこ暮ろうとする
C3; 飛行●って鸞外••••てかさ、重すぎて薦ちる． り欝しかける欅子から、 mにとって覺言しや
ca：そう！重すぎてl1ちると凰う！ すい状況であり、自分の考えを伝えたいとい
＊自分の考えをつぶやく児重が参くみられる． う●徽があったと零えられる

・楓点①児宣の覺貫が蒐ち着いた T 今から，自動皐の輪道の樺子が；；；された鎗圃を配るので，
ところで賣料を配る これを見てどんなのが伎われているのか蔓麗してみてくだ
（→予憑を持たせるため．十分に さい．（自羅車の輸送の棒子を；；；した馳園を配る）
鵬111を取る） ＊配られた地.をじっくり見たり近くの人と鳩圃を見ながら ・亀園に興嗚を示したり．着櫂的に館の児隔重らとし

話したりする． 菫麗しながらfiしたり．自分の予盪と
C3:皇たってる～ 合わせて肇置したりする棒から．重徽的I

順り纏んでいると考えられる

たことで，児童が考えを膨らませながら主体的に授業に参加できたのではないかと考えられる。また，

予想の場面でさまざまな意見とその理由を十分に交流させた。その後の児童の様子から，児童に合わせ

て時間を取り，次の活動へつないだことで児童が意欲的に参加する姿勢につながったと考えられる。

このような場面から，発言を活かすうえで重要なことは，ねらいを明確にし，授業や活動を柔軟につ

なげることを常に意識することであるとわかった。さらに，その際児童の発言の真意を明らかにしたう

えでつないでいくことが必要であると考える。

C) 事後アンケート

最後の授業後，出席していた 31名を

対象にアンケートを行い，授業のなかで

発言しやすかった場面を尋ねた。内容別

に 39個の回答が得られた。それらをカ

テゴリ分けし，影響していると考えられ

る要因を手立ての視点ごとに整理した

（表8)。視点①から③までそれぞれの

手立てに関連すると思われる記述がみ

られる。特に，「受容的な姿勢」や「言葉

がけ」の項目にみられるように，肯定的

な反応や教師側から積極的に言葉がけ

を行ったりしたことに対する具体的な

記述があった。児童のアンケートの記述

手立て

を楓
祷直

ば
るえ

視

持点

た② 
せ安

る心
璽

を

償楓
せを直
る袴③
た自

そ

の

他

表8 事後アンケートの結果
カテゴリ 値敷 発言しやすかった場面（例）

篇皐な響え會虞 6 ・材輯はどのようなのがある？で自分でも発言しやすかった
める●いかけ

・簡単な質問が来たとき

考えを 2 ・先や生すにか質っ問たされて、その笞えとか．自分の意見を持っているときに発言し
祷つ

Illき手の
・グル＿ブで部品や安全などを付箋艤に書いて仲間分けをしたとき

10 ・グルーブのみんなで発曇するとき，遷由はあまり人徽が多くなくて、少し人量
しか緊蚤しないから

・覺覆しなくても、先生が言葉を拾ってくれるから冨いやすかった
畳専的な

6 •かんな先生が回ってくれて「お～すごい！」などと言ってくれたのでうれ蔓勢
しかったし、自信が持てた

言葉がけ 4 ・「あったら、手を拳げないでどんどん言って」と言っていたとき

•かんな先生がまちがえてもいいから発表してと言ったとき
奮償．

4 ・ペアで話し合ったとき（グルーブ）の覆の発覆自信

指名 3 •かんな先生が「00さんはどう？」と言ったときが発言しやすかった

聞く姿勢 1 .静かにきいてくれるとき

員りの 1 •みんなが話しているとき（覺表しているときなど）欝い

覺景が暢童 2 ・全部．授業中静かなとき以外は、全て発言しやすかった理由は自分の考

えはどんなときでも言っちゃうタイブだから
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から，発言を引き出すために行った手立ては，受容されているなどといった児童の実感となり，発言に

影響を及ぼしたと考える。

5. おわりに

本研究では，発言を引き出す工夫と活かす工夫を取り入れることで

児童が主体となり学びに向かう授業を目指した。

発言を引き出す工夫では，課題発見実習を通して整理した視点をも

とに児童の実態に合わせた手立てを取り入れていった。特に， 9月の

実習では，取り入れた手立ての効果が子どもの記述にも表れた。視点

を有効に活用することができたと考える。発言を活かす工夫では，ね

らいを絞り，授業に柔軟性を持たせたことで発言を活かすことができ，

児童が主体的に学びに向かう姿がみられた。また，児童の発言を活か

していく過程で，他の児童の新たな気づきや考えの形成につながりつ

ぶやきが広がる様子が見られた。このことから，発言を活かすことは

発言を引き出すことにもつながると考えられる。また，児童の発言の
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図1 発言を引き出し活かす
工夫とねらいに向かう流れ

真意を明らかにすることも重要であるとわかった。教師が児童の発言の真意を明らかにしながら拾いね

らいにつなげていくことで，発言が活かされ，さらに新たな発言が引き出され，それを繰り返すことに

よって児童が主体的にねらいに向かい学ぶことができるのではないかと考える（図 1)。

さらに，アンケート調査の感想襴から，自動車の生産工程を説明したものや，「今ある新しい車は、ニ

ーズをもとにして、開発されたことが分かった。」などと具体的に分かったことを記述する回答が多くみ

られた。このようなことから，児童が授業の内容をしつかりと理解していることが伺える。また，「自動

車をつくるときに必要な道具や物を作る関連工場についても知りたい。」という回答に見られる“知りた

い’'という言葉から，意欲を持って学習に取り組むことができたのではないかと考えられる。他の学級

においても，家庭学習ノートに自分の家の自動車について調べたことをまとめてくる児童や「明日空飛

ぶ車について調べてくるね」と言いに来た児童がいた。このような姿からも，児童が主体的に学ぼうと

する様子がうかがえた。

本研究では，発言をためらう児童の姿から出発し，発言を引き出すことを重視した授業づくりを進め

てきた。各実習を通して，筆者の授業観も少しずつ変化し，児童が発言したいと思えるような活動場面

をつくることや，ねらいに沿った発言が出るよう発問を工夫することなどがより重要になってくると考

えるようになった。今後は，児童が発言したいと思える場づくりやねらいにつながる発言をどう引き出

すか意識し実践していきたい。
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